
新潟市障がい福祉課

１．障がい者のグループホームとは

２．グループホームの種類

共同生活援助（グループホーム）の概要

・身体・知的・精神障がい者及び難病患者等が「世話人」等の支援を受けながら、地域のア

　パートや戸建て住宅等で、共同生活する住まいの場

・１共同生活住居の定員は２人以上１０人以下（既存建物は２０人以下）で、１事業所の定

　員は４人以上

②外部サービス利用型

・介護サービスを外部の居宅介護事業所に

　委託

③日中サービス支援型

・障がい者の重度化・高齢化に対応するため

　に平成３０年度に創設された新たな類型

・短期入所を併設することで地域で生活する

　障がい者の緊急一時的な支援を行う

・１つの建物の定員２０人以下

・事業者は、地域に開かれたサービスとする

　ことにより、サービスの質の確保を図る観

　点から、協議会等に対して事業の実施状況

　を報告し、評価を受けるとともに、必要な

　要望、助言等を聞く機会を設けなければな

　らない

①介護サービス包括型

・新潟市内の大半の事業所

・介護サービスをグループホームの従業者が

　提供

介護サービス包括型のイメージ

★介護サービスについては、当該事業所の従業者が提供。

★利用者の状態に応じて、生活支援員を配置。

《世話人・生活支援員》

事業者（運営法人）

個別支援計画の作成
日常生活上の援助
食事等の介護

居宅介護

事業所

原則利用不可

グループ
ホーム

《ホームヘルパー》

日中サービス支援型のイメージ

★昼夜を通じて従業者を配置、常時の介護サービスを提供
・世話人及び生活支援員のうち1人以上が常勤
・夜間支援従事者の配置が必須

《世話人・生活支援員》

事業者（運営法人）

個別支援計画の作成
日常生活上の援助
食事等の介護

⇒昼夜常時支援

グループホーム
＋短期入所

外部サービス利用型のイメージ

★介護サービスについて、事業所はアレンジメント（手
配）のみを行い、外部の居宅介護事業者に委託。

★生活支援員の配置は不要。

《世話人》

事業者（運営法人）

居宅介護

事業所グループ
ホーム

《ホームヘルパー》

個別支援計画の作成
日常生活上の援助
介護サービスの手配

介護サービスの提供

委託契約

委託料

居宅介護

事業所

原則利用不可

《ホームヘルパー》

※日中、利用者は日
中活動先等で過ごす
場合とグループホー
ムで過ごす場合があ
る
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【対象事業所一覧】

ページ

3～6

7～11

12～16

17～20

ソーシャルインクルーホーム新潟津島屋

ソーシャルインクルーホーム新潟津島屋2号館

あいほっと

グループホーム　ユーカリ　ア

日中サービス支援型共同生活援助事業実施報告書

法人名 事業所名

1

No

株式会社テクノワークス

4

3

2

株式会社FIB

ソーシャルインクルー株式会社

ソーシャルインクルー株式会社
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事業実施状況報告書 

 

報告日：令和 ５年 ８月２１日 

１ 基本情報 

法人名 株式会社テクノワークス 

事業所名 グループホーム ユーカリ ア（令和３年５月１日指定） 

事業所所在地 新潟市東区下木戸２丁目１５番７号１ 

主たる対象者 特定なし 

 

２ 各住居の状況 

住居名 住居の所在地 
定員 

共同生活援助 短期入所 

グループホーム ユーカリ ア

（令和３年５月１日～） 
新潟市東区下木戸２丁目１５番７号１ １０人 １人 

 

３ 実施状況 

項目 
【事業所記入欄】 
具体的な内容 

(1)人員配置について 

（実配置職員数） 

※勤務形態一覧表も添付すること 

管理者 １人 

サービス管理責任者 １人 

世話人 ７人 

生活支援員 ２人 

夜間支援従事者 ７人 

(2)利用者数 

身体障がい 
区分３：２人 

区分４：２人 

知的障がい 

区分２：１人 

区分３：３人 

区分６：１人 

精神障がい 区分２：１人 

難病等対象者 ０人 

計 １０人 

(3)利用者の障がい特性等 
医療的ケアが必要な者  ０人 

強度行動障害の利用者  ０人 

(4)支援の基本方針 

１.人間性を尊重し、それぞれの能力に応じて自立（自律）し、主

体性をもって自主的に生活することを支援します。 

２.利用される方が、その人らしい生活が送れるように年齢や障が

いなどに応じて、余暇活動や社会参加（ボランティア活動等）

及び、健康面の支援をします。 
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(5)日中の支援方法（日中グループ

ホームで過ごす利用者に対して、

どのような支援を行っているか） 

身体介護、家事援助、外出介助(買い物、通院等) 

余暇活動の見守り支援 

所内のイベント活動(月１回程度) 

(6)日中活動の状況 

他の日中活動サービス事業所利用者 ５人 

（主な他の日中活動サービス利用先） 

就労継続支援Ｂ型利用者 ５人  

(7)指定計画相談事業者の状況 

別法人等の計画相談事業所利用者 ２人 

自法人等の計画相談事業所利用者 ８人 

セルフプランの者 ０人 

(8)短期入所の受け入れ状況 

利用者数（延人数） １７人 

緊急短期入所受入加算の算定人数（延人数） ０人 

（緊急受け入れの事例）なし 

(9)地域との交流方法 

地域のコミュニティ活動に参加(希望者) 

木戸中学校の野球試合観戦 

地元の諏訪神社祭礼等見学 

(10)権利擁護に対する配慮 

虐待防止に関する責任者：和田柚花 

虐待防止対策検討委員会等の開催 有・無 

身体拘束等適正化対策検討委員会等の開催 有・無 

身体拘束等適正化のための指針の整備 有・無 

(11)事業所の特徴 

（他事業所との差別化等） 

地域ボランティア活動等への自主参加(清掃活動等) 

今年は新型コロナウイルスの影響であまり活動が出来なかったが 

今後は活動の頻度を上げていきたい 

(12)事業実施等における課題 

（前回報告の課題に対し、どのように解決したか） 

前回の課題 休日対応の職員が不足している 

休日に対応できる職員 (ボランティアを含む) を増員 

（これから取り組もうとしている課題） 

活動計画の確実な実施を目指す 

8 月他の施設利用者との交流会(食事)、9 月 GH 内で料理教室、近

所の子供たちとバーベキュー大会、10月そうめん祭、ハロウィー

ンパーティー、11 月ボランティア活動(清掃作業)、避難訓練、12

月クリスマスパーティー等 

(13)その他 

夜間支援員の配置については、女性の利用者が１人いることから 

対応する女性支援員を配置 

(14)協議会からの要望・助言への

対応（2回目以降） 
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【利用者の１日の活動スケジュール】 

 

 

日中の過ごし方 

グループホーム内での過ごし

方（余暇活動等・支援方法） 

グループホーム外での過ごし方 

（日中活動事業所等のサービス

種類・利用状況等） 

利用者 A 

（知的・区分６・４０歳） 

室内でくつろいでいる事が多

い 

散歩の付き添い 

生活介護 週３回利用 

利用者 B 

（身体・区分４・４５歳） 

買い物支援、生活相談等 

室内で手芸創作(鍋敷き等) 

移動支援 月１回利用 

 

利用者 C 

（身体・区分３・５６歳） 

生活相談等 

外出支援(買い物、散歩等) 

週１回 家族や友人との外出 

利用者 D 

（精神・区分２・２８歳） 

金銭管理の相談が多い 

調理や居室の掃除を共に行う 

精神科デイケア 週１～４回利用 

利用者 E 

（身体・区分４・４６歳） 

常時車椅子利用 

買い物支援 

就労継続支援Ｂ型 週５回利用 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5

7.5 4.0 4.0 4.0 7.5 7.5 4.0 4.0 4.0 7.5 7.5 4.0 4.0 4.0 7.5 7.5 4.0 4.0 4.0 7.5

7.0 6.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0

7.0 7.0 6.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0

7.0 7.0 6.0 6.0 6.0 6.0 7.0 6.0 7.0

7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0

7.0 6.0 7.0 7.0 7.0 6.0 7.0 6.0

6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0

6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0

7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0

7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0

7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0

7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0

7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0

7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0

7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0

1週間に当該事業所・施設における常勤職員の勤務すべき時間数 40

0

98.0 2.4

夜間支援従事者 ④非常勤・兼務 F 56

夜間支援従事者 ④非常勤・兼務

0

夜間支援従事者 ④非常勤・兼務 K 56

夜間支援従事者 ④非常勤・兼務 J 70

夜間支援従事者 ④非常勤・兼務 I 56

G 63

夜間支援従事者 ④非常勤・兼務 H 42

夜間支援従事者 ④非常勤・兼務

E 49

0

0

G 58

世話人 ④非常勤・兼務 H 42

世話人 ④非常勤・兼務 K 48

世話人 ④非常勤・兼務 J 60

91.0 2.2

世話人 ④非常勤・兼務 F 55

世話人 ④非常勤・兼務

世話人 ④非常勤・兼務 E 48

世話人 ④非常勤・兼務 I 53

37.5 0.9

生活支援員 ②常勤・兼務 介護福祉士 D 108 27.0 0.6

生活支援員 ②常勤・兼務 介護福祉士 C 150

20.0 0.5

サービス管理責任者 ②常勤・兼務 介護福祉士 B 80 20.0 0.5

管理者 ②常勤・兼務 A 80

（参考様式１　共同生活援助）

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表（8月）

サービス種類 共同生活援助（日中サービス支援型） 定員 10

第２週 第３週 第４週
4週の
合計

週平均
の勤務
時間

常勤換
算後の
人数

グループホーム　ユーカリ ア 前年度の平均利用者数 8.1

職種 勤務形態 資格
３年
以上
勤務

氏名

第１週
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事業実施状況報告書 

 

報告日：令和 ５年 ８月１５日 

１ 基本情報 

法人名 ソーシャルインクルー株式会社 

事業所名 ソーシャルインクルーホーム新潟津島屋（令和３年５月１日指定） 

事業所所在地 新潟市東区津島屋２丁目７４番地 

主たる対象者 知的障がい・精神障がい・身体障がい 

 

２ 各住居の状況 

住居名 住居の所在地 
定員 

共同生活援助 短期入所 

ソーシャルインクルーホーム

新潟津島屋Ⅰ 

（令和３年５月１日～） 

新潟市東区津島屋２丁目７４番地 １０人 １人 

ソーシャルインクルーホーム

新潟津島屋Ⅱ 

（令和３年６月１日～） 

新潟市東区津島屋２丁目７４番地 １０人 １人 

 

３ 実施状況 

項目 
【事業所記入欄】 
具体的な内容 

(1)人員配置について 

（実配置職員数） 

※勤務形態一覧表も添付すること 

管理者  １人 

サービス管理責任者  １人 

世話人 １９人 

生活支援員  ５人 

夜間支援従事者 １７人 

(2)利用者数 

身体障がい 

区分３：２人 

区分４：１人 

区分６：１人 

知的障がい 

区分３：１人 

区分４：３人 

区分５：３人 

精神障がい 
区分４：１人 

区分６：２人 

精神・知的障がい 区分３：１人 

身体・知的障がい 区分５：１人 

難病等対象者 区分４：３人 

計 １９人 

(3)利用者の障がい特性等 
医療的ケアが必要な者  １人 

強度行動障害の利用者  ２人 
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(4)支援の基本方針 

利用者の身体及び精神状況ならびにその置かれている環境に応じ

て、入浴、排泄、食事等の介護、その他日常生活上の援助を適切

かつ効果的に行う。 

(5)日中の支援方法（日中グループ

ホームで過ごす利用者に対して、

どのような支援を行っているか） 

食事提供、服薬管理、居室清掃、入浴介助、排泄介助、通院同行、

買い物同行、散歩など。カードゲームや将棋、オセロなど余暇活

動も行っている。また、月１回ホームにてボランティアの方を呼

んでコンサートや季節のイベントを開催している。 

(6)日中活動の状況 

他の日中活動サービス事業所利用者 １７人 

（主な他の日中活動サービス利用先） 

地域活動支援センター、就労継続支援 B型、生活介護 

(7)指定計画相談事業者の状況 

別法人等の計画相談事業所利用者 １９人 

自法人等の計画相談事業所利用者  ０人 

セルフプランの者  ０人 

(8)短期入所の受け入れ状況 

利用者数（延人数） ７人 

緊急短期入所受入加算の算定人数（延人数） ０人 

（緊急受け入れの事例）事例なし 

(9)地域との交流方法 
イベントを通じて、地域の方への参加を呼びかけて参加して頂い

ている。なるべく地域に根付いたホーム運営を心掛けている。 

(10)権利擁護に対する配慮 

虐待防止に関する責任者：舟山雄二 

虐待防止対策検討委員会等の開催 有・無 

身体拘束等適正化対策検討委員会等の開催 有・無 

身体拘束等適正化のための指針の整備 有・無 

(11)事業所の特徴 

（他事業所との差別化等） 

日中支援型のグループホームという事で昼夜に職員も配置してい

るため、ご入居様の希望に沿った日中活動（就労、生活介護、地

活、移動支援、ホーム利用など）を選択できるところが大きな特

徴である。また、当事業所のホームは県内にいくつか設置されて

いるため、ご入居検討の居住地から近いホームを選ぶことが可能

である。 

(12)事業実施等における課題 

（前回報告の課題に対し、どのように解決したか） 

経験年数の浅い職員が多く在籍しているのが現状で、障がいレベ

ルに見合った質の高い支援の提供が課題であったが、職員も経験

を重ねて慣れてきている。また、資格取得のための費用（強度行

動障害研修など）を会社負担にして積極的に受講を支援している。 

（これから取り組もうとしている課題） 

月１回の定期で行っている研修の他に、外部より講師を招きケー

スに合わせた専門的な講義をしてもらえないか、関係先に呼び掛

けている。 
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(13)その他 

弊社は利用者に合わせた支援を心掛けており、そのため訪問看護

や移動支援など外部支援も積極的に利用している。そういった他

業者との連携もしっかり取ることができている。 

昨年度の協議会にて利用者の性別に適応した職員配置を希望する

旨の要望があったが、ご本人様の意向や関係者のご要望を聞きな

がら、弊社は方針として男性入居者様には男性か女性職員、女性

入居者様には女性職員での支援体制を開所より配置を考えての採

用をしている。 

(14)協議会からの要望・助言への

対応（2回目以降） 
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【利用者の１日の活動スケジュール】 

 

 

日中の過ごし方 

グループホーム内での過ごし

方（余暇活動等・支援方法） 

グループホーム外での過ごし方 

（日中活動事業所等のサービス

種類・利用状況等） 

利用者 A 

（知的・区分４・３１歳） 

主に自室で資格の勉強や音楽

を聴いている。他入居者とリ

ビングでトランプをしたりす

る。季節感にあった服装がで

きず、職員と一緒に服を選ぶ

ように支援している。 

就労 B、週５日利用 

利用者 B 

（精神・区分６・２２歳） 

食事・入浴・排泄の全介助を

している。主にリビングで過

ごされている。訪問看護師利

用の方で動きの改善へのアプ

ローチをしている。 

生活介護、週１回利用 

利用者 C 

（知的・区分４・６３歳） 

自室にて音楽を聴いて過ごさ

れている。自室で過ごされる

事が多く、整容面での支援が

多い。自室への適時に巡視と

声掛けをして、様子観察をす

るように支援をしている。 

地活Ⅲ型、週３日利用 

利用者 D 

（身体・区分５・７２歳） 

認知機能の低下により、判断

力低下と人柄の変化がみられ

る。状況をみて寄り添ったり

距離を置いたり、体調の変化

の観察を細目にみている。人

の好き嫌いがあり職員、他入

居者との距離に配慮をしてい

る。 

移動支援、月４回利用 

利用者 E 

（身体・区分３・５９歳） 

入居が間もなく、慣れて頂く

ことへの配慮をしている。入

浴は機械浴を利用している。

精神障害の方との接触を苦手

としている。自室で過ごされ

ていることが多く、適時訪室

をして声掛けと安否確認を行

っている。 

利用無し 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

8 8 8 8

7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

8 8 6 5 8 6 5 6 5 8 8 6 5 8 7 8 6 5 8 8 8

8 8 6 5 8 8 8 8 8 8 8 8 6 5 8 8 8 8 8 8

5 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 6 5 8

6 5 6 5 6 5 6 5 6 5 6 5 6 5 6 5 6 5 6 5

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

7 5 4 5 4 7 5 4 5 4

7 7 7

5 4 7 7 5 4 5 4 5 4 7 5 4 5 4 5 4 5 4 7 7 7

7 7 7

7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7

7 7 7 7 5

6 6 3 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4

7 7 7 7

6 5 8 6 5 6 5 6 5

4 5 4 7 5 4 5 4 7 5 4 7 5 4 5 4 5 4 5 4 5

5 4 5 4 5 4 5 4

4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5

5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4

5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4

5 4 5 4 5 4 5 4 5 4

5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5

5 4 5 4 5 4 5 4

4 5 4 5 4 5 4 5

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

1 4 1 4 1 4 1 4 1 4

1 4 1 4

4 1 4

1 4 1 4 1 4 1 5 1 4 1 4 1 4 1 4 1 4 1 4

1 3 1 3 1 3 1 3

1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3

1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3

1 4 1 4 1 4 1 4

3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1

1 3 1 3 1 3 1 3

3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1

1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3

1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3

1 3 1 3 1 3 1 3 1 3

1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1

1 3 1 3 1 3 1 3

3 1 3 1 3 1 3 1

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

91 89 91 88 83 77 106 92 91 91 86 83 91 78 91 90 94 89 82 91 93 101 88 97 85 85 84 93

勤務時間

A/8:30-10:30（２h）  　B/10:30-17:30（６h、休憩１h）  　C/９：００～１７：００（７h、休憩１h）   　D/8:30-17:30（8h、休憩１h）

E/１７：００～２２：００（５h)      F/22：00～24：00（1h、休憩1h　夜間従事者）   　Ｇ/24：00～5：00（3h、休憩2h　夜間従事者） 　　Ｈ/５：００～９：００（４ｈ）

J/16：00-22：00（6h)     K/22：00～24：00（1h、休憩1h　夜間従事者）   　L/24：00～5：00（4h、休憩1h　夜間従事者） 　　M/5:00-10:00（5ｈ）

合計 2499

1週間に当該事業所職員の勤務すべき時間数 世話人 117.9 生活支援員 150.1

472 118.0 2.5

夜間支援従事者 ④・FG 25 16 4.0 0.1

夜間支援従事者 ④・FG 24 16 4.0 0.1

④・FG 32

夜間支援従事者 ④・FG 7 16 4.0 0.1

夜間支援従事者 ④・FG 23 37 9.2 0.2

夜間支援従事者 9 8.0 0.2

夜間支援従事者 ④・FG 14 44 11.0 0.2

夜間支援従事者 ②・KL 3 25 6.2 0.1

夜間支援従事者 ②・KL

5

51 12.7 0.3

夜間支援従事者 ②・KL 9 2.2 0.0

6

夜間支援従事者 ②・KL 4 10 2.5 0.0

世話人 ④・EH 19 99 24.7 0.6

1236 309.0 7.1

世話人 ④・EH 20 108 27.0 0.6

世話人 ④・EH 21 72 18.0 0.4

世話人 ④・CEH 17 102 25.5 0.6

世話人 ④・EH 18 36 9.0 0.2

世話人 ②・DJM 16 52 13.0 0.3

世話人 ③・C 15 28 7.0 0.1

世話人 ④・EH 14 99 24.7 0.6

世話人 ③・C 13 87 21.6 0.5

世話人 ③・C 12 33 8.1 0.2

世話人 ③・C 11 112 28.0 0.7

世話人 ③・C 8 21 5.2 0.1

世話人 ④・CEH

世話人 ③・C 10 21 5.2 0.1

世話人 ④・CEH 9 114 28.5 0.7

7 50 12.5 0.3

682 170.5 4.0

生活支援員 ②・D 1 128 32.0 0.8

生活支援員 ②・DJM 6 110 27.5 0.6

生活支援員 ②・DJM 5 152 38.0 0.9

生活支援員 ②・DJM 4 150 37.5 0.9

生活支援員 ②・DJM 3 142 35.5 0.8

常勤換
算後の
人数

管理者 ②・D 1 32 8.0 0.2

0 0.0

サービス管理責任者 ②・D 2 77 19.2 0.4

1.84 区分６ 3.37

職種 勤務形態 氏名

第１週 第２週 第３週 第４週

0 区分３ 2.38 区分４ 10.1 区分５障害支援区分別利用者数 非該当 区分１ 区分２

4週の合
計

週平均
の勤務
時間

共同生活援助事業所（グループホーム）の従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表（令和5年8月）

サービス種類 日中サービス支援型

定員 22人（GH20　SS2） 利用人員数 17.69 世話人：6.2 生活支援員：3.8

世話人 ④・EH 22 45 11.2 0.2

世話人 ④・EH 23 86 21.5 0.5

世話人 ④・EH 24 36 9.0 0.2

世話人 ④・EH 25 36 9.0 0.2

夜間支援従事者 ④・FG 16 20 5.0 0.1

夜間支援従事者 ④・FG 17 36 9.0 0.2

夜間支援従事者 ④・FG 18 16 4.0 0.1

夜間支援従事者 ④・FG 19 44 11.0 0.2

夜間支援従事者 ④・FG 22 20 5.0 0.1

夜間支援従事者 ④・FG 20 48 12.0 0.3

夜間支援従事者 ④・FG 21 32 8.0 0.2
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 事業実施状況報告書 

 

報告日：令和 ５年 ８月１５日 

１ 基本情報 

法人名 ソーシャルインクルー株式会社 

事業所名 ソーシャルインクルーホーム新潟津島屋２号館（令和４年８月１日指定） 

事業所所在地 新潟市東区津島屋２丁目７２番地２ 

主たる対象者 知的障がい・精神障がい・身体障がい 

 

２ 各住居の状況 

住居名 住居の所在地 
定員 

共同生活援助 短期入所 

ソーシャルインクルーホーム

新潟津島屋２号館Ⅰ 

（令和４年８月１日～） 

新潟市東区津島屋２丁目７２番地２ １０人 １人 

ソーシャルインクルーホーム

新潟津島屋２号館Ⅱ 

（令和４年９月１日～） 

新潟市東区津島屋２丁目７２番地２ １０人 １人 

 

３ 実施状況 

項目 
【事業所記入欄】 
具体的な内容 

(1)人員配置について 

（実配置職員数） 

※勤務形態一覧表も添付すること 

管理者  １人 

サービス管理責任者  １人 

世話人 １９人 

生活支援員  ７人 

夜間支援従事者 １６人 

(2)利用者数 

身体障がい 
区分５：１人 

区分４：１人 

知的障がい 

区分６：１人 

区分５：１０人 

区分４：２人 

区分３：１人 

精神障がい 
区分４：２人 

区分３：２人 

難病等対象者 ０人 

計 ２０人 

(3)利用者の障がい特性等 
医療的ケアが必要な者  ０人 

強度行動障害の利用者 １０人 

(4)支援の基本方針 

利用者の身体及び精神の状況ならびにその置かれている環境に応

じて入浴、排泄、食事等の介護、その他日常生活上の援助を適切

かつ効果的に行う。 
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(5)日中の支援方法（日中グループ

ホームで過ごす利用者に対して、

どのような支援を行っているか） 

食事提供、服薬管理、居室清掃、入浴介助、排泄介助、通院同行、

買物同行、散歩同行や職員運転のもとドライブなどをしている。

月１回のイベントを行い季節にあった催し物を企画している。 

(6)日中活動の状況 

他の日中活動サービス事業所利用者 １２人 

（主な他の日中活動サービス利用先） 

就労継続支援 B型、生活介護 

(7)指定計画相談事業者の状況 

別法人等の計画相談事業所利用者 ２０人 

自法人等の計画相談事業所利用者  ０人 

セルフプランの者  ０人 

(8)短期入所の受け入れ状況 

利用者数（延人数）  ６人 

緊急短期入所受入加算の算定人数（延人数）  ０人 

（緊急受け入れの事例） 

事例なし 

(9)地域との交流方法 

散歩時や買い物同行の際、及び来訪者に対し挨拶を積極的にして

いる。今後も継続して地域の方へ受け入れられるグループホーム

に努めていく。 

(10)権利擁護に対する配慮 

虐待防止に関する責任者：渡辺一浩 

虐待防止対策検討委員会等の開催 有・無 

身体拘束等適正化対策検討委員会等の開催 有・無 

身体拘束等適正化のための指針の整備 有・無 

(11)事業所の特徴 

（他事業所との差別化等） 

日中サービス支援型のグループホームという事で２４時間職員を

配置しているため、ご入居様の希望に沿った日中活動（就労、生

活介護、地活、移動支援、ホーム利用など）を選択できるところ

が大きな特徴である。また、強度行動障害の受け入れをしている

が、積極的に強度行動障害研修の受講を職員に呼び掛けて支援に

役立てている。 

(12)事業実施等における課題 

（前回報告の課題に対し、どのように解決したか） 

経験の浅い職員も多く、対応が統一されていない現状も見られて

いたが、職員も経験や研修を重ねて成長している。新しく入る職

員へも指導しながら共に成長をしている。 

（これから取り組もうとしている課題） 

職員のさらなるレベルアップを目指して研修（強度行動障害研修

など）の費用を会社負担にして積極的に受けてもらうようにする。 

(13)その他 

現在、ご入居様と職員もグループホームに慣れてきており、適切

な支援ができている。今後も継続をして細かい支援を心掛けたり

研修やミーティングを重ねて入居者様でなく職員も笑顔で安心で

きるホームを築いていけるようにしていく。また、他業種との連

携を深め、さらに安定させていきたい。 
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昨年度の協議会にて利用者の性別に適応した職員配置を希望する

旨の要望があったが、ご本人様の意向や関係者のご要望を聞きな

がら、弊社は方針として男性入居者様には男性か女性職員、女性

入居者様には女性職員での支援体制を開所より配置を考えての採

用をしている。 

(14)協議会からの要望・助言への

対応（2回目以降） 
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【利用者の１日の活動スケジュール】 

 

 

日中の過ごし方 

グループホーム内での過ごし

方（余暇活動等・支援方法） 

グループホーム外での過ごし方 

（日中活動事業所等のサービス

種類・利用状況等） 

利用者 A 

（知的・区分５・２５歳） 

自室で好きな音楽を聴いたり

DVDを観たりと過ごしている。

人との距離が近いため、程よ

い距離を取るように支援をし

ている。イライラさせないの

が一番であるが、イライラし

た場合は他害や物損を起こす

方ですので、顔の表情や行動

を観察して事前に対応をする

ように心掛けている。 

移動支援 週１回利用 

利用者 B 

（身体・区分５・５８歳） 

ホールで職員と会話をして過

ごす事が多い。イライラする

前に自室へ誘導して気分転換

を促している。 

生活介護、週５回利用 

利用者 C 

（知的・区分６・５６歳） 

自室で過ごされている事が多

い。入浴、食事は一部介助が

必要。やれる事は自分ででき

るように支援をしている。適

時訪室を行い声掛けと安否確

認をしている。 

利用なし 

利用者 D 

（精神・区分５・２１歳） 

ホールで過ごしている事が多

い。行動停止がよくあり、入

浴、食事、排泄の支援に時間

を要する。焦らせるような声

掛けをしないように支援をし

ている 

生活介護、週２回 

利用者 E 

（身体・区分５・６５歳） 

認知機能の低下がみられ、時

折怒鳴り声を挙げられる。本

人の訴えを聞きながら支援を

している。入浴は機械浴を使

用している。車椅子ご利用の

方で、入浴全介助、排泄一部

介助の支援をしている。 

デイサービス、生活介護、週４回 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

8 8 8 8

8 8 8 8 8 8 8 8 8

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

8 8 6 5 6 5 8 6 5 8 8 8 8 6 5 6 5 8 6 5 8

5 8 6 5 6 5 6 5 6 5 6 5 6 5 8 6 5 6 5

6 5 6 5 8 8 8 6 5

11 5 8 8 8 6 5 6 5 8 8 8 8 8

7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7

8 8 8 8 8

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

7 7 7 7 7 7 7 7 7 7

7 7 7 7 7 7

7 7 7 7 7 7 7

7 7 7 7

7 7 7 7 7 7 7 7

7 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 7 5 4 5 4 5 4 5 4 7

5 4 5 4 5 4 7 5 4 5 4 7 7 5 4 5 4 7 5 4 5 4 5 4

5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 7 5

6 11 5 6 5

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 5

5 4 5 4 5 4 5 4

7 7

5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5

5 4 5 4 5 4

5 4 5 4 5 4 5 4

5 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4

5 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5

5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4  5

5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

1 4 1 4 1 4 1 4 1 4 1 4

4 1 4 1 4 1 4 1 4 1 4 1 4 1 4 1 4

1 4 1 4 1 4

5 4 1 4 1 4

1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3

1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3

1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1

1 5 4 1 4

1 3 1 3 1 3 1 3

1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1

1 3 1 3 1 3

1 3 1 3 1 3 1 3

3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3

3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1

1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3  1

1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

98 98 105 97 81 91 82 86 81 80 69 94 86 86 83 89 94 88 87 85 97 99 92 103 96 84 91 89

勤務時間

A/8:30-10:30（２h）  　B/10:30-17:30（６h、休憩１h）  　C/９：００～１７：００（７h、休憩１h）   　D/8:30-17:30（8h、休憩１h）

E/１７：００～２２：００（５h)      F/22：00～24：00（1h、休憩1h　夜間従事者）   　Ｇ/24：00～5：00（3h、休憩2h　夜間従事者） 　　Ｈ/５：００～９：００（４ｈ）

J/16：00-22：00（6h)     K/22：00～24：00（1h、休憩1h　夜間従事者）   　L/24：00～5：00（4h、休憩1h　夜間従事者） 　　M/5:00-10:00（5ｈ）

夜間支援従事者 ④・FG 25 44 11.0 0.2

世話人 ④・EH 25 100 25.0 0.6

世話人 ④・EH 26 95 23.7 0.5

1199 299.6 6.7

世話人 ④・EH 23 36 9.0 0.2

世話人 ④・EH 24 95 23.7 0.5

世話人 ④・EH 21 50 12.5 0.3

世話人 ④・EH 22 27 6.7 0.1

共同生活援助事業所（グループホーム）の従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表（令和5年8月）

サービス種類 日中サービス支援型

定員 22人（GH20　SS2） 利用人員数 17 世話人：6.6 生活支援員：3.7

9.26 区分６ 0.67

職種 勤務形態 氏名

第１週 第２週 第３週 第４週

区分３ 3 区分４ 4.44 区分５障害支援区分別利用者数 非該当 区分１ 区分２

サービス管理責任者 ②・D 2 72 18.0 0.4

4週の合
計

週平均
の勤務
時間

常勤換
算後の
人数

管理者 ②・D 1 32 8.0 0.2

生活支援員 ②・D 3 160 40.0 1.0

0 0.0

生活支援員 ②・DJM 5 109 27.2 0.6

生活支援員 ②・DJM 4 138 34.5 0.8

生活支援員 ②・DJM 7 102 25.5 0.6

生活支援員 ②・DJM 6 57 14.2 0.3

生活支援員 ②・D 2 40 10.0 0.2

生活支援員 ③・C 8 133 33.2 0.8

739 184.7 4.3

世話人 ③・C 10 42 10.5 0.2

世話人 ③・C 9 70 17.5 0.4

世話人 ③・C 12 28 7.0 0.1

世話人 ③・C 11 49 12.2 0.3

世話人 ④・CEH 14 102 25.5 0.6

世話人 ③・C 13 56 14.0 0.3

世話人 ④・CEH 16 102 25.5 0.6

世話人 ④・CEH 15 118 29.5 0.7

世話人 ③・C 18 65 16.1 0.4

世話人 ②・DJM 17 33 8.2 0.2

世話人 ③・C 20 14 3.5 0.0

世話人 ④・EH 19 36 9.0 0.2

世話人 ④・EH 27 81 20.2 0.5

夜間支援従事者 ②・KL 5 44 11.0 0.2

夜間支援従事者 ②・KL 4 30 7.5 0.1

夜間支援従事者 ②・KL 7 19 4.7 0.1

夜間支援従事者 ②・KL 6 15 3.7 0.0

夜間支援従事者 ④・FG 15 40 10.0 0.2

夜間支援従事者 ④・FG 14 36 9.0 0.2

夜間支援従事者 ②・KL 17 15 3.7 0.0

夜間支援従事者 ④・FG 16 41 10.2 0.2

夜間支援従事者 ④・FG 21 21 5.2 0.1

夜間支援従事者 ④・FG 18 16 4.0 0.1

夜間支援従事者 ④・FG 26 41 10.2 0.2

夜間支援従事者 ④・FG 22 12 3.0 0.0

夜間支援従事者 ④・FG 23 16 4.0 0.1

夜間支援従事者 ④・FG 24 43 10.7 0.2

469 117.2 2.1

夜間支援従事者 ④・FG 27 36 9.0 0.2

合計 2511

1週間に当該事業所職員の勤務すべき時間数 世話人 113.5 生活支援員 144.7
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事業実施状況報告書 

 

報告日：令和 ５年９月１２日 

１ 基本情報 

法人名 株式会社 FIB 

事業所名 あいほっと（令和５年９月１日指定） 

事業所所在地 新潟市西区中権寺２７５５番地１ 

主たる対象者 知的障がい・精神障がい 

 

２ 各住居の状況 

住居名 住居の所在地 
定員 

共同生活援助 短期入所 

あいほっと Ⅰ 

（令和５年９月１日～） 
新潟市西区中権寺２７５５番地１ １０人 １人 

あいほっと Ⅱ 

（令和５年９月１日～） 
新潟市西区中権寺２７５５番地１ １０人 １人 

 

３ 実施状況 

項目 
【事業所記入欄】 
具体的な内容 

(1)人員配置について 

（実配置職員数） 

※勤務形態一覧表も添付すること 

管理者  １人 

サービス管理責任者  １人 

世話人 １９人 

生活支援員  １人 

夜間支援従事者 １１人 

(2)利用者数 

身体障がい 
区分４：１人 

知的障がい 
区分４：３人 

区分５：１人 

精神障がい ０人 

難病等対象者 ０人 

計 ５人 

(3)利用者の障がい特性等 
医療的ケアが必要な者 ０人 

強度行動障害の利用者 ０人 

(4)支援の基本方針 

利用者様一人ひとりの個性や生活リズムに応じて、安心、安全、

快適な生活ができる住まいの提供を行います。 

必要な支援を受けながら、自分で出来る力を大切に伸ばしていき

ます。 
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(5)日中の支援方法（日中グループ

ホームで過ごす利用者に対して、

どのような支援を行っているか） 

午前中は、ラジオ体操や運動プログラムなどの時間を設け、みん

なで楽しみながら体を動かす。 

また、今後は敷地内で園芸や畑などを行い、利用者様にも作業に

参加して頂こうと思っている。 

(6)日中活動の状況 

他の日中活動サービス事業所利用者  ４人 

（主な他の日中活動サービス利用先） 

生活介護、就労継続支援 B型 

(7)指定計画相談事業者の状況 

別法人等の計画相談事業所利用者  ２人 

自法人等の計画相談事業所利用者  ３人 

セルフプランの者  ０人 

(8)短期入所の受け入れ状況 

利用者数（延人数）  ０人 

緊急短期入所受入加算の算定人数（延人数）  ０人 

（緊急受け入れの事例） 

事例なし。 

(9)地域との交流方法 

イベントを開催し、近隣の方を招待する。 

地域の清掃活動や防災訓練などにも参加したい。 

(10)権利擁護に対する配慮 

虐待防止に関する責任者：市橋美穂 

虐待防止対策検討委員会等の開催 有・無 

身体拘束等適正化対策検討委員会等の開催 有・無 

身体拘束等適正化のための指針の整備 有・無 

(11)事業所の特徴 

（他事業所との差別化等） 

活動として、身体を動かす時間（運動プログラムなど）を設け、

運動機能の維持や肥満予防を行っていきたい。 

また、敷地内で花を植えたり畑で農作物を作り、自然と触れ合い

ながら育てる楽しみを感じる。 

同法人内に生活介護や就労継続支援 B 型事業所、計画相談などの

事業所があるため連携がしやすい。 

(12)事業実施等における課題 

重度対応の施設であるため、未経験の職員も多く入社した事から、

現場職員への教育が課題。シフト制での勤務体制である事から 

全体での研修のやり方を工夫し、個々に合わせた研修を実施して

いく。 

(13)その他 

夜間支援員の配置については女性と男性の利用者がいるため、主

に女性支援員が担当。 

2 階フロアは男性利用者のみなので、男性支援員は 2階を担当。 

セコムの警備システムを導入し、無断の出入りを防止する。 

(14)協議会からの要望・助言への

対応（2回目以降） 
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【利用者の１日の活動スケジュール】 

 

 

日中の過ごし方 

グループホーム内での過ごし

方（余暇活動等・支援方法） 

グループホーム外での過ごし方 

（日中活動事業所等のサービス

種類・利用状況等） 

利用者 A 

（知的・区分 4・22 歳） 

休日等は好きな演歌歌手の

DVDを観たり、歌をうたう事が

好き。職員に手伝いをお願い

して、部屋の片づけや模様替

えを頻繁に行っている。 

生活介護事業所 週 5利用。 

季節の変わり目などに体調を崩

しやすく、数日連続で休む事があ

る。 

利用者 B 

（知的・区分 4・31 歳） 

休日等の過ごし方は、耳が聞

こえないが、テレビの画面は

観ていたり、ぬり絵や雑誌を

めくるなどしてリビングで過

ごしている。体重増加と運動

不足解消の為、職員と一緒に

散歩に出かけることもある。 

生活介護事業所 週 5利用。 

単純作業などは短い時間に区切

って行う事ができている。運動プ

ログラムにも参加している。 

季節の変わり目などに体調を崩

しやすく、数日連続で休む事があ

る。 

利用者 C 

（知的・区分 4・61 歳） 

リビングや自室でテレビを観

て過ごしたり、他利用者とお

話をするなどして過ごしてい

る。ノートとペンを持ち歩い

ており、常に何かを書いては

職員に見せてくる。 

生活介護事業所 週 5利用。 

R5.8 から事業所の利用を開始し

たばかりだが休むことなく毎日

通所できている。 

 

利用者 D 

（身体・区分 4・36 歳） 

テレビを観たりパソコンで

YouTube を観たりしている。 

いずれは一般就労を目指してい

るが、今は退院後間もない為、ど

こも利用はしていない。今後、リ

ハビリなどに通所を考えている。 

利用者 E 

（知的・区分 5・45 歳） 

音楽が好きなので、音楽番組

だと一緒に歌ったり職員と一

緒に踊ったりする。自室やリ

ビングで、自分のラジカセで

イヤホンをして CD をきいて

過ごす事が多い。 

B 型事業所を週 5で利用。 

 

週末には自宅へ帰り、父と一緒に

プールへ行ったり、登山に行った

りしている。 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

8 8 8 8 8 8 8 8

8 8 8 8 8 8 8 8 8

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

8 8 8 8 8 8 8

5 5 8 5 5 8 5 5 8 5 8

8 5 8 8 5 8 5 5 5 8 5

5 5 5 5 5

5 5 5 5 5 5 5 5

5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

5 5 5 5 5 5 5 5 5

5 5 5 5 5 5 5 5

5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

4 4 4 4 4 4 4 4

4 4 4 4 4 4 4

4 4 4 4 4

4 4 4 4

4 4 4 4

4 4 4

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

4 4 4 4 4 4 4

4 4 4 4

4 4 4

4 4 4 4

4 4 4

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

4 4 4 4 4

24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

160

世話人

世話人 常勤・兼務 7 112

○ 1 120

6 112世話人

160

160

常勤・兼務

世話人 常勤・兼務

非常勤・兼務 104

25

世話人

8

9

非常勤・兼務

非常勤・兼務

5611世話人 非常勤・兼務

10世話人

64

72

4

5

常勤・兼務

常勤・兼務

世話人

世話人

世話人 常勤・兼務 3

10.0 0.2

サービス管理責任者 非常勤・専従 実務８年 ○ 2 120 30.0 0.7

管理者 常勤・兼務 ○ 1 40

（参考様式１）

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表

サービス種類 共同生活援助 定員 20人/2人短期入所

第２週 第３週 第４週
4週の
合計

週平均
の勤務
時間

常勤換
算後の
人数

事業所名・施設名 あいほっと 前年度の平均利用者数 20

職種 勤務形態 資格
３年
以上
勤務

氏名

第１週

400.5 10.0

世話人 非常勤・兼務 12 67

世話人 非常勤・専従 14

世話人 非常勤・専従 15 40

世話人 非常勤・兼務 13 70

世話人 非常勤・専従 16 50

世話人 非常勤・専従 17 45

世話人 非常勤・専従 18 40

世話人 非常勤・専従 19 70

世話人 非常勤・専従 20 75

生活支援員 常勤・専従 21 160 40.0 1.0

夜間支援従事者 非常勤・兼務 ユニット１ 8 32

28.0 0.7

夜間支援従事者 常勤・兼務 ユニット１ 7 28

夜間支援従事者 非常勤・兼務 ユニット１ 9 20

夜間支援従事者 非常勤・兼務 ユニット１ 11 16

夜間支援従事者 非常勤・兼務 ユニット１ 12 16

夜間支援従事者 常勤・兼務 ユニット２ 3 12

28.0 0.7
夜間支援従事者 常勤・兼務 ユニット２ 6 56

夜間支援従事者 常勤・兼務 ユニット２ 7 28

夜間支援従事者 非常勤・兼務 ユニット２ 9 16

夜勤者（加配） 常勤・兼務 ユニット２ 4 12

28.0

20

0.7

夜勤者（加配） 常勤・兼務 ユニット２ 5 16

夜勤者（加配） 非常勤・兼務 ユニット２ 11 12

夜勤者（加配） 非常勤・兼務 ユニット２ 10 52

夜勤者（加配） 非常勤・兼務 ユニット２ 13

1週間に当該事業所・施設における常勤職員の勤務すべき時間数 40

サービス提供時間
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